
WILLCOM CORE XGP(次世代PHSサービス)の開発プロジェクトで、ネットワーク管理シミュレータ「WebNMS Simulation 
Toolkit」を利用して大規模ネットワークの基地局管理システムのテスト環境を構築し、開発コストを大幅に削減

株式会社ウィルコム
導入事例

　株式会社ウィルコム（以下、ウィルコム社）は、

PHS事業者として唯一全国的な通信サービスを

展開し、数百万の加入ユーザに高品質な通信サー

ビスを提供している通信事業者である。

「AIR-EDGE」の名称で知られる、PHS回線を利

用したインターネット接続サービスで多くのユー

ザを獲得し、都市部から郊外まで人口カバー率

99%（2009年9月現在）を記録する広範囲なサー

ビスエリアで快適な通信サービスを提供してい

る。最近では、「WILLCOM CORE XGP」ブラン

ドで、2.5GHz帯を利用したブロードバンドアク

セスシステムを構築し、より高速なデータ通信の

開発を精力的に推進している。

　ウィルコム社の多彩なサービスを支える先端の

ネットワーク技術を生み出してきた同社の第二

ノード開発部で、新しいネットワークサービスの

根幹を支える大規模な基地局の監視・制御システ

ムに関する開発プロジェクトリーダーの池川氏

は、開発当時を次のように振り返る。「過去に関

わったプロジェクトと比較して、管理すべき装置

数が非常に多くかつ商用化までの期間が短いとい

う事情があり、迅速な開発が求められていまし

た」。当時、このプロジェクトに投入されたリソー

スは非常に限られており、さまざまな面で効率的

な開発が求められていた。さらに、商用サービス

として本格稼働するまでのリードタイムの短縮を

迫られるなど、プロジェクトチームにはいろいろ

な難問がのしかかっていた。

　ウィルコム社にとって、全国に展開する10数

万に上る基地局ネットワークによる大容量データ

の通信サービスの提供を実現させるためには、早

急に大規模な基地局管理システムの開発に着手す

ることが必要であった。

　全国エリアでの大規模なサービスを展開すると

なると、システムの商用稼動前にテスト環境での

入念なテストを実施しなければならない。しかし

ながら、テストのためだけに、PHSの基地局に収

容される10数万件の管理対象インターフェース

の環境を構築することは、テスト用のサーバ導入

やネットワーク構築作業に必要な人件費などさま

ざまな要因とコストを考えると、容易なことでは

なかった。

　当時、池川氏と同じプロジェクトチームに在籍

していた開発エンジニアである沖野氏は、大規模

ネットワークのテスト環境の構築という難題に取

り組まなければならなかった。テスト環境構築の

検討に際し、沖野氏は、過去に別のプロジェクト

で利用したことのあるシミュレーションツールに

着目した。ネットワークのテスト環境の構築とい

う難題に取り組まなければならなかった。テスト

環境構築の検討に際し、沖野氏は、過去に別のプ

ロジェクトで利用したことのあるシミュレーショ

ンツールに着目した。

　ゾーホージャパン社（以下、ゾーホー社）の

WebNMS Simulat ion Toolkit（以 下、

Simulation Toolkit）は、多数のエージェントで

構成されるネットワーク環境の構築とテストが可

能なシミュレーション用のツールである。ネット

ワーク監視・管理において汎用的に採用されてい

るSNMP（Simple Network Management 

Protocol）をはじめとして、さまざまなプロトコ

ルを用いたネットワークのシミュレーションが可

能なツールである。ネットワーク管理システムの

開発やシステムの品質改善、テスト環境の構築と

テストを支援する効果的なツールである。

　ウィルコム社の今回のプロジェクトでは、大容

量のデータ通信を実現するIPネットワークを構

築することが目的であったため、その管理システ

ムにはSNMPを用いることが最適と考えられた。

以前より、SNMPを使ったシミュレータによる過

負荷テスト用のツールを探していた沖野氏にとっ

て、過去のプロジェクトでの使用経験からくる安

心感とともに、シミュレーションツールとしての

Simulation Toolkitの豊富な機能や使い勝手の良

さが強く印象に残っている。

　「当時はいろいろと過負荷テスト用ツールを探

していましたが、Simulation Toolkitのようにテ

スト環境で保守インターフェースを細かく設定で

きるものは見当たりませんでした」と指摘するよ

うに、沖野氏はSimulation Toolkitが持つ機能を

高く評価している。当初は自社でテストツールを

開発するという選択肢もあった。しかし、限られ

た時間とコストを考慮すると、その機能や動作結

果に信頼がおけるツールを選ぶことに疑問の余地

はなかった。プロジェクトリーダーの池川氏も、

「とてもいいツールが見つかったと思いました。

サービスインの時期が決まっていたので、開発を

急ピッチで進める必要があり、このツールがその

要件にフィットしたのだと感じました」と好印象

を抱いたようである。

　沖野氏のような利用経験者の後押しもあり、導

入前にこのツールを精査して総合的に費用対効果

の高いツールであるという判断の結果、

Simulation Toolkitが正式に採用された。開発部

門の中にはSimulation Toolkitに初めて触れるメ

ンバーもいたが、沖野氏が関わった過去のプロ

ジェクトで培ったノウハウを共有できたため、極

めてスムーズにテスト環境を構築して大規模な基

地局ネットワークのシミュレーションを行うこと

ができた。

　Simulation Toolkitの導入により、ウィルコム

社が開発を進めていた基地局管理システムのテス

ト環境の構築にかかる時間を大幅に短縮した。と

くに、開発現場の担当者が大きなメリットと感じ

たのは、ネットワークのテスト環境構築に費やす

時間が、構築規模に依存せず、ほとんど変わらな

かった点である。Simulation Toolkitを利用する

ことにより、基地局を疑似した数万のエージェン

トで構成される複雑な環境を再現することができ

た。また、商用運用時の障害対応を想定したテス

トをあらゆる角度から行うことが可能となり、安

定した運用を支えるネットワーク管理システムを

構築することができるようになった。

基地局管理システムの開発への
取り組み

大規模なテスト環境の構築に必
要なツールの採用

テストツールの導入で、開発コス
トを大幅に削減
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（Simulation Toolkit）上で1万のSNMPエージェ

ントを作成し、それをプロジェクトの最終目標で

ある10数万規模にまで拡大してシミュレーショ

ンする。これによって、テスト作業に割り当てる

時間と環境構築のためのコストを大幅に削減する

ことができ、結果的にシステムの早期開発を実現

することができた。

　Simulation Toolkit導入前には、テストツール

を使って大規模な疑似ネットワークを構築するこ

とに対して戸惑いはあったものの、実際に利用し

てみたことでそうした不安は一掃された。「少数

のサーバ機器を用意するだけでテスト作業を実施

するのは、Simulation Toolkitでなければできな

いと思います」と沖野氏が強調するように、

Simulation Toolkitが基地局の監視・制御システ

ムの開発現場において重要な役割を担っていたこ

とがわかる。

　商用運用が開始された後も、通信サービスの品

質に影響を与えるようなシステムの不具合やトラ

ブルが発生した場合、修正対応のシステムをリ

リースしなければならない。このようなケースに

おいても、Simulation Toolkitで十分テストを

行った上で商用導入するなど、保守運用フェーズ

においても品質維持のためにSimulation Toolkit

が活用されている。　

　商用サービスがスタートし、本プロジェクトは

終了しているが、ユーザのニーズに応えていくた

め、さらに開発を継続していくことも視野に入れ

ている。ウィルコム社にとって、最新のテクノロ

ジーを用いて、ユーザへ最適な通信環境を提供し

ていくことが最大の役割とされている。ユーザに

安心と信頼を届けることのできる価値あるサービ

スの提供を実現するためにも、リリース前に商用

と同じ環境で入念なテストを実施することは不可

欠だった。

　「このようなツールがないとネットワーク管理

システムのテストはできません」と沖野氏が指摘

するように、プロジェクトを通じて利用し続けた

Simulation Toolkitへの信頼は高い。Simulation 

Toolkitが ウ ィ ルコム社のWILLCOM CORE 

XGPサービスを支える基地局監視システムでの

テスト環境の構築とそのテスト作業を支える中

で、Simulation Toolkitを利用していた開発現場

からは、同ツールに対するさらなる改善要望も出

てきた。プロジェクトのメンバーは、Simulation 

Toolkitには自分達がまだ使いこなせていない豊

富な機能が実装されていることにも気付いてい

る。多忙な作業時間の中でもそうした機能を理解

できるよう、もっとマニュアルやナレッジベース

等を充実させてほしいと考えている。

　ウィルコム社では、今後、ユーザからより一層

の高速化へのニーズが高まることが予想されるた

め、競合他社に負けないよう、さらに最適なサー

ビスの開発に継続して取り組んでいくという意欲

的な姿勢を見せている。ウィルコム社の事例よう

に、ユーザが安心して利用できる高品質な通信

サービスの迅速な開発を支援できるよう、また

Simulation Toolkitを必要としているユーザから

の評価と期待に応えていけるよう、ゾーホー社で

は、一層の機能向上と手厚いサポートの提供に取

り組んでいく。

（終）

　フュージョン・コミュニケーションズ株式会社

（以下、フュージョン社）は、IP電話サービスでは

国内通信事業者の中でも草分け的な存在であり、

固定電話サービスからIPネットワーク、ブロード

バンド回線等の分野で幅広いビジネスを展開して

いる。最近では、従来の電話やインターネット接

続サービス等の主力事業に加えて、最新のモバイ

ルビジネスに進出するなど事業をさらに拡大して

いる。

　通信事業者が提供する通信サービスを支える

ネットワークの維持や管理には、多大なIT投資と

システム管理者の負担が伴う。フュージョン社で

サービスオペレーションセンターに所属し、同社

のビジネスの基盤となるネットワークの運用・監

視業務を統括している新村氏にとって、運用管理

の負荷とコストの削減は大きな課題であった。通

信事業者として利用者に高品質なサービスを提供

していくために、さらに通信インフラの整備と運

用管理の効率化を実現するために、最適なネット

ワーク監視システム（以下、監視システム）の構

築が必要となっていた。

　当時、フュージョン社のオペレーションセン

ターでは、海外ベンダー製品で構築された監視シ

ステムが稼動していた。しかし、当時の監視シス

テムは、フュージョンのＩＰネットワーク設備へ

の対応性が低く、メンテナンス性や機能面に対す

る運用管理現場の不満、保守費用といった運用コ

ストの削減も課題であった。そこで、代わりとな

る製品の選定が慎重に行われた。

　当初、新村氏は、大手ベンダーの運用管理製品

に絞って比較検討を行い、自社での要件を満たす

ための最善の手段を模索していた。リプレースに

あたっての選定条件は、次のような点に絞られて

いた。

●既存の監視システムで実装されている機能を完

全に代替可能であること

●監視システムのきめ細かいアラーム処理を利用

して対処が必要な問題のみを洗い出すことによ

り、ネットワーク運用業務を効率化すること

●監視システムの稼働保証の視点から、保守・サ

ポート体制が充実し、問題に迅速に対処できるベ

ンダー

　通常、通信キャリアの監視システムの構成では、

ネットワークに収容される多数の機器をベンダー

ごとのさまざまな仕様に応じて管理することが多

い。フュージョン社でも、スイッチやルータ等の

複数のベンダー機器をSNMP (Simple Network 

Management Protocol) で統合的に管理し、レ

ガシーな伝送設備の監視にはTL1および

CORBAインターフェースに対応できることが前

提となっていた。当然、これらの機器情報を統合

的に管理するためのインターフェースを独自に開

発しなければならなかった。ネットワーク監視シ

ステムの開発には、莫大なコストが必要なる。シ

ステム開発は外部ベンダーへ委託されることにな

るが、希望する機能要件を満たせる相手を選び出

すことは難しい。

　新村氏が採用候補としていた製品の検討を進め

ていく中で、多くの製品は、求める機能の割に製

品価格を含めた導入コストや維持コストが高く、

既存システムの問題点を解決するための切り口も

用意されていなかった。そこで、新村氏は選定候

補を見直し、ゾーホージャパン株式会社（以下、

ゾーホージャパン社）が開発・販売する

WebNMS Framework（以下、WebNMS）の検

討および検証に本格的に取り掛かることになっ

た。

　WebNMSは、大手通信事業者の監視システム

等に採用された実績をもつ、ネットワーク管理シ

ステム開発用のプラットフォームである。モト

ローラなどの企業を筆頭として、ワールドワイド

で支持されているJavaベースのネットワーク管

理システムの開発が可能なソフトウェアである。

新村氏は、同製品が監視システムとしての標準的

な機能を実装しているだけでなく、他製品と比較

して豊富なAPIを提供するなど拡張性にも優れて

いることに着目した。同時に、ソフトウェアアー

キテクチャの設計がコンポーネント別に整理され

て仕様書に記述されていた点も印象に残った。

　WebNMS の検証においては、プライオリティ

の高い要件であったアラーム処理に絞り込んで、

機能やパフォーマンスの評価を行った。

WebNMS評価版は、ゾーホージャパン社のホー

ムページから簡単にダウンロードできる。数ヶ月

間に亘ってあらゆる角度から検討を行い、ゾー

ホージャパン社による製品デモや提案内容を吟味

した上で、同製品の採用を決断した。

　決め手となったのは、WebNMSを利用した開

発により、短期間でフュージョン社が望む機能と

パフォーマンスを実現できるという点であった。

また、開発で実装した機能を使うことにより運用

管理業務の負荷を下げることができ、トータルコ

ストを大幅に削減できることも確信できた。ゾー

ホージャパン社製品が海外の大手通信事業者や機

器ベンダー向けOEMとして十分な実績を持って

いたことも決断を後押しした。自社内での合意を

取り付け、正式に同製品を利用して監視システム

の開発に着手した。

　WebNMSを導入して最初に取り組んだのは、

監視対象機器からSNMPのトラップで受信する

アラームのフィルタリング機能を最適化すること

であった。たとえば、ネットワーク機器から監視

システムへ送信された情報を細かな条件設定によ

り選別する仕組みを作ったり、フュージョン社の

ネットワークに設置されている数百台の機器に対

して数十件のフィルタを作成したりした。

　アラームとして通知されるものには、管理対象

機器の物理的な障害から装置のプロセスダウンま

でさまざまな原因がある。運用担当者は、作成し

たフィルタによって選別されたアラームを確認す

ることで、ネットワークの状態を迅速かつ的確に

把握し、運用に必要な情報のみを収集・解析でき

るようになった。これまでアラーム設定や処理に

時間を費やしていた運用管理業務が改善され、運

用現場（オペレーションセンター）の担当者にの

しかかっていた作業負荷は大幅に軽減されること

になった。その後も、運用業務のニーズに対応す

るための機能を少しずつ追加していき、本番稼動

へ向けての準備を行った。

　運用に入ってからも、新村氏は監視システムの

チューニングを行い、ネットワーク運用管理のオ

ペレーションの適正化に最善を尽くした。この中

で、ゾーホージャパン社のエンジニアによるサ

ポート対応については、非常に満足しているよう

である。「ベンダーから提供されるサポートには、

スピードとともに正確な回答を求めます。製品に

対する理解度が自分と同じレベルであったり、迅

速な回答が得られなかったりすると不満が残りま

す。その点、ゾーホージャパン社のレスポンスは

とても良かったと思います。製品関連ドキュメン

トも充実して助かりました」と評価は高い。

　フュージョン社では、WebNMSを採用するこ

とで、システム開発費を抑えた監視システムの開

発に成功した。通信インフラの補強にかかる余分

なハードウェアの調達費などを節約することがで

き、ランニングコストである保守費用を5分の1

に削減することができたのは大きな収穫であっ

た。

　フュージョン社が提供している個人・企業向け

の通信サービスが快適に利用されるためにも、今

後も同社のネットワーク運用においてWebNMS

の活躍の場は増えていくようである。監視システ

ムとしての利用に留まらず、WebNMSに標準装

備されている豊富なAPIを用いることで、現場か

らの機能追加の要求に応えるための開発や既存シ

ステムとの連携などを試みたりしている。

新村氏は、「WebNMSでなくては実現できないと

いう理由でこの製品を採用しています。今後も、

自社のネットワークを運用していく上で、この製

品を使い続けていくことに変わりはないと思いま

す」と強調し、開発現場にとって不可欠な製品と

なっていることを認めている。新村氏に代表され

るように、WebNMSのユーザの多くが、同製品

の特徴を理解して使い続けている。キャリアグ

レードの信頼性をもったネットワーク管理システ

ムの開発プラットフォームとして、ユーザのニー

ズに柔軟に対応できる豊富なAPIと汎用的な機能

も備えていることが、国内外の通信キャリアに支

持されている大きな理由である。

今後も、国内の通信事業者を取り巻く環境は、大

きく変化していくことが予想される。通信手段の

多様化に加え、急激なスピードで浸透しているブ

ロードバンド回線の利用等、通信環境の大きな変

化に対応する必要がある。通信事業者が提供する

通信インフラの強化に備えるため、運用現場に

とっての課題は増え続けていくであろう。そのよ

うな局面で、WebNMSの拡張性や開発における

自由度の高さなどの機能的な特徴は大きな武器と

なるに違いない。

WebNMSで開発した監視システムの本番稼動後、

新村氏はWebNMSの開発拠点である南インドの

オフィスを訪問し、その製品開発を支えている技

術力とサポート体制の現場を視察した。システム

開発を通じて醸成された新村氏とゾーホージャパ

ン社との信頼と協力関係により、WebNMSは、

フュージョン社の通信サービスの品質向上と運

用・監視業務の負荷軽減に末永く貢献していくで

あろう。

（終）
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　現場の開発エンジニアは、Simulation Toolkit 

のGUIを利用してネットワーク機器のインター

フェースを自由に操作し、SNMPエージェントの

負荷テストや管理システムの振る舞いの確認など

の作業を実施している。そして、商用環境を正確

に 再 現 す る た め、１ 台 の シ ミ ュ レ ー タ

（Simulation Toolkit）上で1万のSNMPエージェ

ントを作成し、それをプロジェクトの最終目標で

ある10数万規模にまで拡大してシミュレーショ

ンする。これによって、テスト作業に割り当てる

時間と環境構築のためのコストを大幅に削減する

ことができ、結果的にシステムの早期開発を実現

することができた。

　Simulation Toolkit導入前には、テストツール

を使って大規模な疑似ネットワークを構築するこ

とに対して戸惑いはあったものの、実際に利用し

てみたことでそうした不安は一掃された。「少数

のサーバ機器を用意するだけでテスト作業を実施

するのは、Simulation Toolkitでなければできな

いと思います」と沖野氏が強調するように、

Simulation Toolkitが基地局の監視・制御システ

ムの開発現場において重要な役割を担っていたこ

とがわかる。

　商用運用が開始された後も、通信サービスの品

質に影響を与えるようなシステムの不具合やトラ

ブルが発生した場合、修正対応のシステムをリ

リースしなければならない。このようなケースに

おいても、Simulation Toolkitで十分テストを

行った上で商用導入するなど、保守運用フェーズ

（Simulation Toolkit）上で1万のSNMPエージェ

ントを作成し、それをプロジェクトの最終目標で

ある10数万規模にまで拡大してシミュレーショ

ンする。これによって、テスト作業に割り当てる

時間と環境構築のためのコストを大幅に削減する

ことができ、結果的にシステムの早期開発を実現

することができた。

　Simulation Toolkit導入前には、テストツール

を使って大規模な疑似ネットワークを構築するこ

とに対して戸惑いはあったものの、実際に利用し

てみたことでそうした不安は一掃された。「少数

のサーバ機器を用意するだけでテスト作業を実施

するのは、Simulation Toolkitでなければできな

いと思います」と沖野氏が強調するように、

Simulation Toolkitが基地局の監視・制御システ

ムの開発現場において重要な役割を担っていたこ

とがわかる。

　商用運用が開始された後も、通信サービスの品

質に影響を与えるようなシステムの不具合やトラ

ブルが発生した場合、修正対応のシステムをリ

リースしなければならない。このようなケースに

おいても、Simulation Toolkitで十分テストを

行った上で商用導入するなど、保守運用フェーズ

においても品質維持のためにSimulation Toolkit

が活用されている。　

　商用サービスがスタートし、本プロジェクトは

終了しているが、ユーザのニーズに応えていくた

め、さらに開発を継続していくことも視野に入れ

ている。ウィルコム社にとって、最新のテクノロ

ジーを用いて、ユーザへ最適な通信環境を提供し

ていくことが最大の役割とされている。ユーザに

安心と信頼を届けることのできる価値あるサービ

スの提供を実現するためにも、リリース前に商用

と同じ環境で入念なテストを実施することは不可

欠だった。

　「このようなツールがないとネットワーク管理

システムのテストはできません」と沖野氏が指摘

するように、プロジェクトを通じて利用し続けた

Simulation Toolkitへの信頼は高い。Simulation 

Toolkitが ウ ィ ルコム社のWILLCOM CORE 

XGPサービスを支える基地局監視システムでの

テスト環境の構築とそのテスト作業を支える中

で、Simulation Toolkitを利用していた開発現場

からは、同ツールに対するさらなる改善要望も出

てきた。プロジェクトのメンバーは、Simulation 

Toolkitには自分達がまだ使いこなせていない豊

富な機能が実装されていることにも気付いてい

る。多忙な作業時間の中でもそうした機能を理解

できるよう、もっとマニュアルやナレッジベース

等を充実させてほしいと考えている。

　ウィルコム社では、今後、ユーザからより一層

の高速化へのニーズが高まることが予想されるた

め、競合他社に負けないよう、さらに最適なサー

ビスの開発に継続して取り組んでいくという意欲

的な姿勢を見せている。ウィルコム社の事例よう

に、ユーザが安心して利用できる高品質な通信

サービスの迅速な開発を支援できるよう、また

Simulation Toolkitを必要としているユーザから

の評価と期待に応えていけるよう、ゾーホー社で

は、一層の機能向上と手厚いサポートの提供に取

り組んでいく。

（終）

　フュージョン・コミュニケーションズ株式会社

（以下、フュージョン社）は、IP電話サービスでは

国内通信事業者の中でも草分け的な存在であり、

固定電話サービスからIPネットワーク、ブロード

バンド回線等の分野で幅広いビジネスを展開して

いる。最近では、従来の電話やインターネット接

続サービス等の主力事業に加えて、最新のモバイ

ルビジネスに進出するなど事業をさらに拡大して

いる。

　通信事業者が提供する通信サービスを支える

ネットワークの維持や管理には、多大なIT投資と

システム管理者の負担が伴う。フュージョン社で

サービスオペレーションセンターに所属し、同社

のビジネスの基盤となるネットワークの運用・監

視業務を統括している新村氏にとって、運用管理

の負荷とコストの削減は大きな課題であった。通

信事業者として利用者に高品質なサービスを提供

していくために、さらに通信インフラの整備と運

用管理の効率化を実現するために、最適なネット

ワーク監視システム（以下、監視システム）の構

築が必要となっていた。

　当時、フュージョン社のオペレーションセン

ターでは、海外ベンダー製品で構築された監視シ

ステムが稼動していた。しかし、当時の監視シス

テムは、フュージョンのＩＰネットワーク設備へ

の対応性が低く、メンテナンス性や機能面に対す

る運用管理現場の不満、保守費用といった運用コ

ストの削減も課題であった。そこで、代わりとな

る製品の選定が慎重に行われた。

　当初、新村氏は、大手ベンダーの運用管理製品

に絞って比較検討を行い、自社での要件を満たす

ための最善の手段を模索していた。リプレースに

あたっての選定条件は、次のような点に絞られて

いた。

●既存の監視システムで実装されている機能を完

全に代替可能であること

●監視システムのきめ細かいアラーム処理を利用

して対処が必要な問題のみを洗い出すことによ

り、ネットワーク運用業務を効率化すること

●監視システムの稼働保証の視点から、保守・サ

ポート体制が充実し、問題に迅速に対処できるベ

ンダー

　通常、通信キャリアの監視システムの構成では、

ネットワークに収容される多数の機器をベンダー

ごとのさまざまな仕様に応じて管理することが多

い。フュージョン社でも、スイッチやルータ等の

複数のベンダー機器をSNMP (Simple Network 

Management Protocol) で統合的に管理し、レ

ガシーな伝送設備の監視にはTL1および

CORBAインターフェースに対応できることが前

提となっていた。当然、これらの機器情報を統合

的に管理するためのインターフェースを独自に開

発しなければならなかった。ネットワーク監視シ

ステムの開発には、莫大なコストが必要なる。シ

ステム開発は外部ベンダーへ委託されることにな

るが、希望する機能要件を満たせる相手を選び出

すことは難しい。

　新村氏が採用候補としていた製品の検討を進め

ていく中で、多くの製品は、求める機能の割に製

品価格を含めた導入コストや維持コストが高く、

既存システムの問題点を解決するための切り口も

用意されていなかった。そこで、新村氏は選定候

補を見直し、ゾーホージャパン株式会社（以下、

ゾーホージャパン社）が開発・販売する

WebNMS Framework（以下、WebNMS）の検

討および検証に本格的に取り掛かることになっ

た。

　WebNMSは、大手通信事業者の監視システム

等に採用された実績をもつ、ネットワーク管理シ

ステム開発用のプラットフォームである。モト

ローラなどの企業を筆頭として、ワールドワイド

で支持されているJavaベースのネットワーク管

理システムの開発が可能なソフトウェアである。

新村氏は、同製品が監視システムとしての標準的

な機能を実装しているだけでなく、他製品と比較

して豊富なAPIを提供するなど拡張性にも優れて

いることに着目した。同時に、ソフトウェアアー

キテクチャの設計がコンポーネント別に整理され

て仕様書に記述されていた点も印象に残った。

　WebNMS の検証においては、プライオリティ

の高い要件であったアラーム処理に絞り込んで、

機能やパフォーマンスの評価を行った。

WebNMS評価版は、ゾーホージャパン社のホー

ムページから簡単にダウンロードできる。数ヶ月

間に亘ってあらゆる角度から検討を行い、ゾー

ホージャパン社による製品デモや提案内容を吟味

した上で、同製品の採用を決断した。

　決め手となったのは、WebNMSを利用した開

発により、短期間でフュージョン社が望む機能と

パフォーマンスを実現できるという点であった。

また、開発で実装した機能を使うことにより運用

管理業務の負荷を下げることができ、トータルコ

ストを大幅に削減できることも確信できた。ゾー

ホージャパン社製品が海外の大手通信事業者や機

器ベンダー向けOEMとして十分な実績を持って

いたことも決断を後押しした。自社内での合意を

取り付け、正式に同製品を利用して監視システム

の開発に着手した。

　WebNMSを導入して最初に取り組んだのは、

監視対象機器からSNMPのトラップで受信する

アラームのフィルタリング機能を最適化すること

であった。たとえば、ネットワーク機器から監視

システムへ送信された情報を細かな条件設定によ

り選別する仕組みを作ったり、フュージョン社の

ネットワークに設置されている数百台の機器に対

して数十件のフィルタを作成したりした。

　アラームとして通知されるものには、管理対象

機器の物理的な障害から装置のプロセスダウンま

でさまざまな原因がある。運用担当者は、作成し

たフィルタによって選別されたアラームを確認す

ることで、ネットワークの状態を迅速かつ的確に

把握し、運用に必要な情報のみを収集・解析でき

るようになった。これまでアラーム設定や処理に

時間を費やしていた運用管理業務が改善され、運

用現場（オペレーションセンター）の担当者にの

しかかっていた作業負荷は大幅に軽減されること

になった。その後も、運用業務のニーズに対応す

るための機能を少しずつ追加していき、本番稼動

へ向けての準備を行った。

　運用に入ってからも、新村氏は監視システムの

チューニングを行い、ネットワーク運用管理のオ

ペレーションの適正化に最善を尽くした。この中

で、ゾーホージャパン社のエンジニアによるサ

ポート対応については、非常に満足しているよう

である。「ベンダーから提供されるサポートには、

スピードとともに正確な回答を求めます。製品に

対する理解度が自分と同じレベルであったり、迅

速な回答が得られなかったりすると不満が残りま

す。その点、ゾーホージャパン社のレスポンスは

とても良かったと思います。製品関連ドキュメン

トも充実して助かりました」と評価は高い。

　フュージョン社では、WebNMSを採用するこ

とで、システム開発費を抑えた監視システムの開

発に成功した。通信インフラの補強にかかる余分

なハードウェアの調達費などを節約することがで

き、ランニングコストである保守費用を5分の1

に削減することができたのは大きな収穫であっ

た。

　フュージョン社が提供している個人・企業向け

の通信サービスが快適に利用されるためにも、今

後も同社のネットワーク運用においてWebNMS

の活躍の場は増えていくようである。監視システ

ムとしての利用に留まらず、WebNMSに標準装

備されている豊富なAPIを用いることで、現場か

らの機能追加の要求に応えるための開発や既存シ

ステムとの連携などを試みたりしている。

新村氏は、「WebNMSでなくては実現できないと

いう理由でこの製品を採用しています。今後も、

自社のネットワークを運用していく上で、この製

品を使い続けていくことに変わりはないと思いま

す」と強調し、開発現場にとって不可欠な製品と

なっていることを認めている。新村氏に代表され

るように、WebNMSのユーザの多くが、同製品

の特徴を理解して使い続けている。キャリアグ

レードの信頼性をもったネットワーク管理システ

ムの開発プラットフォームとして、ユーザのニー

ズに柔軟に対応できる豊富なAPIと汎用的な機能

も備えていることが、国内外の通信キャリアに支

持されている大きな理由である。

今後も、国内の通信事業者を取り巻く環境は、大

きく変化していくことが予想される。通信手段の

多様化に加え、急激なスピードで浸透しているブ

ロードバンド回線の利用等、通信環境の大きな変

化に対応する必要がある。通信事業者が提供する

通信インフラの強化に備えるため、運用現場に

とっての課題は増え続けていくであろう。そのよ

うな局面で、WebNMSの拡張性や開発における

自由度の高さなどの機能的な特徴は大きな武器と

なるに違いない。

WebNMSで開発した監視システムの本番稼動後、

新村氏はWebNMSの開発拠点である南インドの

オフィスを訪問し、その製品開発を支えている技

術力とサポート体制の現場を視察した。システム

開発を通じて醸成された新村氏とゾーホージャパ

ン社との信頼と協力関係により、WebNMSは、

フュージョン社の通信サービスの品質向上と運

用・監視業務の負荷軽減に末永く貢献していくで

あろう。

（終）

においても品質維持のためにSimulation Toolkit

が活用されている。　

　商用サービスがスタートし、本プロジェクトは

終了しているが、ユーザのニーズに応えていくた

め、さらに開発を継続していくことも視野に入れ

ている。ウィルコム社にとって、最新のテクノロ

ジーを用いて、ユーザへ最適な通信環境を提供し

ていくことが最大の役割とされている。ユーザに

安心と信頼を届けることのできる価値あるサービ

スの提供を実現するためにも、リリース前に商用

と同じ環境で入念なテストを実施することは不可

欠だった。

　「このようなツールがないとネットワーク管理

システムのテストはできません」と沖野氏が指摘

するように、プロジェクトを通じて利用し続けた

Simulation Toolkitへの信頼は高い。Simulation 

Toolkitが ウ ィ ルコム社のWILLCOM CORE 

XGPサービスを支える基地局監視システムでの

テスト環境の構築とそのテスト作業を支える中

で、Simulation Toolkitを利用していた開発現場

からは、同ツールに対するさらなる改善要望も出

てきた。プロジェクトのメンバーは、Simulation 

Toolkitには自分達がまだ使いこなせていない豊

富な機能が実装されていることにも気付いてい

る。多忙な作業時間の中でもそうした機能を理解

できるよう、もっとマニュアルやナレッジベース

等を充実させてほしいと考えている。

　ウィルコム社では、今後、ユーザからより一層

の高速化へのニーズが高まることが予想されるた

め、競合他社に負けないよう、さらに最適なサー

ビスの開発に継続して取り組んでいくという意欲

的な姿勢を見せている。ウィルコム社の事例よう

に、ユーザが安心して利用できる高品質な通信

サービスの迅速な開発を支援できるよう、また

Simulation Toolkitを必要としているユーザから

の評価と期待に応えていけるよう、ゾーホー社で

は、一層の機能向上と手厚いサポートの提供に取

り組んでいく。

（終）

迅速な開発を支える製品品質と
柔軟なサポートに期待

テスト環境

商用環境

国内に設置する
10数万の基地局

基地局管理システム

オペレーターとして監視する
約100台のクライアントPC

開発エンジニア

擬似化

SNMP
（Telnet・FTP）
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